
の
、
週
叫
時
間
程
度
し
か
働
貯
一
の
後
、
地
元
嘗
察
は
道
路
に
座

ず
、
月
の
手
取
り
は
1
8
0
0
一
り
込
ん
で
い
た
デ
モ
の
参
加
者

J
ほ
ど
。
家
賃
補
助
も
出
て
い
一
ら
日
人
の
腕
を
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

る
が
、

8
歳、

6
歳、

2
歳
の
一
製
の
結
束
パ
ン
ド
で
し
ば
り
、

3
人
の
子
を
一
人
で
育
て
る
に
一
逮
捕
し
た
。
こ
の
日
の
デ
モ
参

は
ぎ
り
ぎ
り
の
収
入
だ
。
一
加
者
の
逮
捕
者
は
、
全
米
で
4

オ
l
エ
ン
ズ
さ
ん
ら
の
演
説
一

0
0人
以
上
に
の
ぼ
っ
た
。

オ

パ

マ

米

大

統

領

が

目

指

す

最

低

賃

金

の

引

き

上

げ

が

ふ

一

賛

成

す

る

共

和

候

補

も

連

邦

議

会

で

の

野

党

・

共

和

党

の

反

対

で

停

滞

し

て

い

る

。

日

一

-

月
4
日
の
中
間
選
挙
で
争
点
と
な
っ
て
い
る
選
挙
区
が
あ
る
一
一
「
議
会
が
最
低
賃
金
の
引
き
一
キ
l
州
で
あ
っ
た
上
院
議
員
候

一
上
げ
を
決
め
る
ま
で
、
我
々
は
一
補
の
討
論
会
で
、
共
和
党
現
職

方

、

ど

の

候

補

も

引

き

上

げ

を

支

持

す

る

選

挙

区

も

あ

る

な

一

一

一
戦
い
腕
廿
る
」
。
オ
パ
マ
大
統
一
の
ミ
ッ
チ
・
マ
コ
1
ネ
ル
民
が

ど

、

状

田

は

ま

だ

ら

模

様

だ

。

業

を

煮

や

し

た

州

や

市

が

独

自

で

一

一

一
領
は
叩
月
初
旬
、
イ
リ
ノ
イ
州
一
引
き
上
げ
に
強
く
反
対
し
た
。

引

き

上

げ

る

例

も

相

次

ぎ

、

地

域

格

差

が

広

が

り

つ

つ

あ

る

。

一

一

一
で
の
演
説
で
そ
う
訴
え
た
。
一
一
方
、
民
主
党
新
人
の
ア
リ

9
月
初
旬
、
米
東
部
ペ
ン
シ
一
庖
な
ど
で
働
く
人
た
ち
が
最
低
-
オ
パ
マ
民
は
今
年
、
最
低
賃
一
ソ
ン
・
グ
ラ
イ
ム
ス
氏
は
、

ル
ベ
ニ
ア
州
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
一
賃
金
の
引
き
上
げ
を
求
め
て
デ
一
金
を
時
給

m
-
m
Jに
引
き
上
一
「
現
在
の
最
低
賃
金
で
は
、
家

ア
に
あ
る
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
の
庖
一
モ
を
し
た
。
連
邦
政
府
が
決
め
一
げ
る
方
針
を
示
し
た
。
だ
が
、
一
族
を
養
う
こ
と
は
で
き
な
い
」

舗
前
。
汗
ば
む
ほ
ど
の
強
い
日
一
て
い
る
最
低
賃
金
の
基
準
を
、
一
企
業
経
営
者
の
支
持
が
多
い
共
一
と
引
き
上
げ
を
訴
え
た
。
支
持

差
し
の
も
と
、
ア
ン
ジ
ェ
ラ
・
一
現
行
(
時
給
7
・お
J
H約
7
一
和
党
の
反
対
で
実
現
し
て
い
な
一
者
の
カ
レ
ン
・
ト
ル
l
マ
ン
さ

オ
1
エ
ン
ズ
さ
ん
(
お
)
の
ほ
お
一

8
2円
)
の
倍
以
上
の
時
給
路
一
い
。
民
主
党
は
最
低
賃
金
を
中
一
ん
(
回
)
は
、
「
景
気
が
悪
佑
し

に
は
慎
が
光
っ
て
い
た
。
「
大
一

J
に
す
る
よ
う
訴
え
た
。
民
主
一
間
選
挙
の
争
点
に
掲
げ
、
オ
パ
一
て
以
来
、
賃
金
水
準
が
最
低
の

学
の
学
位
も
大
学
院
の
単
位
も
一
党
の
支
持
母
体
で
あ
る
労
働
組
一
マ
大
統
領
も
繰
り
返
し
引
き
上
一
仕
事
を
し
て
子
を
養
う
親
も
増

あ
る
。
な
の
に
給
料
は
ず
っ
と
一
合
が
後
抑
し
す
る
市
民
団
体
ら
一
げ
の
必
要
性
を
訴
え
て
い
る
。
一
え
た
」
と
話
す
。

低
い
ま
ま
だ
」
。
泣
き
な
が
ら
一
が
企
画
し
た
。
-
「
最
低
賃
金
を
引
き
上
げ
れ
一
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
を
求

訴

え

た

。

一

医

療

施

設

で

働

く

オ

l
エ
ン
一
ば
企
業
は
雇
用
を
漏
ら
し
、
失
一
め
る
声
が
高
ま
っ
て
い
る
背
景

こ
の
目
、
全
米
1
0
0以
上
一
ズ
さ
ん
の
時
給
は

u
・田
J
。
一
業
者
が
増
え
る
。
や
る
べ
き
で
一
に
は
、
景
気
回
復
に
も
か
か
わ

の
都
市
で
、
フ
ァ
ス
ト
フ
l
ド
一
最
低
賃
金
よ
り
は
高
い
も
の
一
は
な
い
」
。
日
自
に
ケ
ン
タ
ッ
一
ら
ず
、
賃
金
が
上
が
ら
な
い
状

l
i
l
i
-
-
I
l
l
i
-
-
'
I
l
l
i
-
-

一
視
が
あ
る
。

き
上
げ
を
支
持
す
る
。
一
米
議
会
調
査
局
に
よ
る
と
、

昨
年
以
来
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
や
メ
一
米
国
の
現
在
の
最
低
賃
金
で
あ

り
l
ラ
ン
ド
な
ど

m以
上
の
州
が
最
低
質
一
る
時
給
7
・
お
J
は
、
物
価
上

金
の
引
き
上
げ
を
決
め
た
。
多
く
が
、
民
一
昇
を
加
味
し
た
実
質
的
な
数
値

主
党
の
支
持
が
多
い
東
西
沿
岸
部
だ
司
市
一
で
み
る
と
、
回
年
代
末
の
水
準

レ
ベ
ル
で
も
、
米
西
部
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
な
一
(
叩
・

ω
J
)
を
下
回
る
。
調

ど
が
引
き
上
げ
を
決
め
て
い
る
。
一
査
会
社
ピ
ュ

l
・
リ
サ
ー
チ
・

だ
が
、
地
域
ご
と
の
決
定
が
進
ん
だ
結
一
セ
ン
タ
ー
の

2
月
の
調
査
で

果
、
最
低
賃
金
の
「
地
域
格
差
」
が
広
が
一
は
、
回
答
者
の
時
%
が
最
低
賃

る
こ
と
を
懸
念
す
る
声
も
あ
る
。
一
金
の
引
き
上
げ
を
支
持
し
た
。

米
西
部
ワ
シ
ン
ト
ン
州
の
シ
ア
ト
ル
市
一
こ
う
し
た
世
論
を
受
け
て
、

は
今
年
6
月
、
州
が
決
め
た
最
低
賃
金
一
申
間
選
挙
で
激
戦
と
な
っ
て
い

(
時
給
9
・担
J
)
を、

2
0
1
5年
か
一
る
一
部
の
州
で
は
、
共
和
党
院

ら
段
階
的
に
日
J
に
引
き
上
げ
る
法
案
を
一
補
も
賛
成
に
回
っ
て
い
る
。

可
決
し
た
。
実
現
す
る
と
、
近
隣
の
市
町
一
ア
l
カ
ン
ソ
ー
や
ア
ラ
ス
カ

よ
り
5
割
も
高
く
な
り
、
全
米
の
市
で
最
一
な
ど
の
州
で
は
、
上
下
院
の
選

高

に

な

る

。

一

挙

に

合

わ

せ

、

州

が

規

定

す

る

米
ブ
ル
ッ
キ
ン
グ
ス
研
兜
所
の
ゲ
り
l
一
最
低
賃
金
を
引
き
上
げ
る
住
民

・パ

i
ト
レ
ス
上
級
研
兜
一
員
は
「
市
単
位
一
投
票
も
実
施
さ
れ
る
。
い
ず
れ

で
最
低
賃
金
の
差
が
広
が
れ
ば
、
飲
食
居
一
の
州
で
も
共
和
党
候
補
が
選
挙

な
ど
の
雇
用
主
は
市
外
の
同
業
者
に
対
し
一
戦
の
途
中
で
賛
成
に
転
じ
た
。

て
競
争
上
不
利
に
な
る
。
連
邦
、
州
レ
ベ
ル
一
(
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
H
五
十
嵐
大

で
引
き
上
げ
る
こ
と
で
、
こ
う
し
た
弊
害
一
介
、
ル
イ
ピ
ル
〈
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー

は
大
き
く
誠
ら
せ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
一
州
〉

H
大
島
陸
)

第3種郵便物包可

後物最低賃金を定めていない州
-連邦政府の規定より低い州

。P
会米の量鋸賃金Iままだ§繍峨

-連邦政府の規定より高い州
連邦政府と閉じ州

居罰義吾子Eヨ写室同水曜自13比反ー・雇E・・・2詩岳s・13 

「
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
は
ま
だ
ま
だ
多
い
」
と
語

る
平
野
務
さ
ん
日
ジ
ャ
カ
ル
タ
、
翁
長
忠
雄
撮
影

ド応員、全米デモ
最低賃金を時給15弘に引き上げ
るよう訴えるファストフード后
員ら=9月、フィラデルフィ
ア、五十嵐大介撮影

「ゃった分だけ事業が成長した」

やり手の経営者との出会いが転機だった。

トフー

最
低
賃
金
引
き
上
げ
の
効
果
に
つ
い
て

は
、
専
門
家
の
聞
で
も
費
否
が
分
か
れ
る
。
‘
ト
‘

政
治
的
に
申
立
的
な
立
場
の
米
議
会
予

utvi

算
局

(
C
B
O
)
は
、
最
低
賃
金
が

m・
ト
ド

μ

M
Jに
引
き
上
げ
ら
れ
た
場
合
、
約
1
6

」
困
層

5
0万
人
の
賃
金
が
上
が
る
一
方
、
人
件
，
引
却

費
の
上
昇
に
雇
用
主
が
対
応
す
る
た
め
、
凶
叩
-

約
田
万
人
の
雇
用
が
失
わ
れ
る
と
の
試
算
$
い

垂

示

し

た

。

句

、

サ
マ
1
ズ
元
米
尉
務
長
官
ら
約
6
O
O
F
-

人
の
経
済
学
者
は
今
年
初
め
、
「
労
働
者
ヘ

hu-

の
マ
イ
ナ
ス
の
効
果
は
、
ほ
と
ん
ど
み
ら

l

A

」

れ
な
い
」
と
い
う
書
簡
を
公
開
。
一
方
、
-
|
」

シ
カ
ゴ
大
の
フ
ァ
l
マ
教
授
ら
4
人
の
ノ

V
V
2

1
ペ
ル
賞
受
賞
者
を
含
む
約
5
0
0人
は
.
占
《

書
簡
で
「
雇
用
主
は
薄
い
利
幅
で
経
営
し
げ
は
山
1

て
お
り
、
人
件
費
が
増
え
れ
ば
こ
の
わ
ず
一

t
、

か
な
均
衡
を
脅
か
す
」
と
主
張
し
た
。
同
コ
」

連
邦
議
会
で
民
主
、
共
和
両
覚
が
最
低
け
け

質
金
の
引
き
上
げ
を
め
ぐ
っ
て
歩
み
寄
れ
リ

H
d

な
い
な
か
、
州
や
市
で
は
独
自
に
最
低
賃

U
u
h

金
を
引
き
上
げ
る
動
き
が
広
が
る
。
オ
パ
川
町

ι

マ
氏
も
「
協
力
的
な
知
事
や
市
畏
た
ち
と
』
J

の
連
携
を
掛
け
る
」
と
し
、
地
域
で
の
引

ファス
海
外
転
職
@
ジ
ャ
カ
ル
タ
困

1
9
9
8年
、
福
岡
市
の
商

社
の
ヲ
ャ
カ
ル
タ
駐
在
員
だ
っ

た
平
野
務
さ
ん
(
印
)
は
も
が
い

て
い
た
。
会
社
の
命
を
受
け
て

設
立
し
た
清
涼
飲
絹
水
販
売
会

社
が
、
通
貨
危
機
の
あ
お
り
で

販
売
不
振
に
陥
っ
て
い
た
。

事
業
か
ら
撤
退
し
、
帰
国
す

る
選
択
肢
も
あ
っ
た
が
、
茜
を

食
い
し
ば
り
た
い
意
地
が
あ
っ

た
。
社
長
に
は
「
成
功
し
て
帰

っ
て
こ
い
」
と
送
り
出
さ
れ
て

も
い
た
。
通
貨
危
機
が
あ
っ
た

と
は
言
え
、
展
望
は
開
回
ず
、

「
本
社
に
戻
っ
た
と
こ
ろ
で
居

場
所
は
な
い
」
と
思
え
た
。

ビールつぎからたたき上げ

事
業
が
完
全
に
行
き
詰
ま
っ

た
関
年
、
転
職
を
働
め
る
知

人
に
、
あ
る
日
本
人
女
性
を

紹
介
さ
れ
た
。
女
性
の
夫
は
ホ

テ
ル
・
レ
ジ
ャ
ー
事
業
を
幅
広

く
展
開
。
自
身
も
飲
食
居
事
業

を
手
が
日
る
女
性
は
平
野
さ
ん

と
面
接
し
、
「
来
週
か
ら
来
て

下
さ
い
」
と
探
用
を
即
決
し

た
商
社
を
辞
め
て
、
雇
わ
れ
た

平
野
さ
ん
の
仕
事
は
、
居
酒
屋

で
ピ

I
ル
を
つ
ぐ
こ
と
か
ら
始

ま
っ
た
。
ボ
ス
(
女
性
)
に
試

さ
れ
て
い
た
の
だ
と
思
う
。
彼

女
の
秘
書
も
こ
な
し
た
。

し
ば
ら
く
す
る
と
、
パ
リ
島

で
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
を
閉
居

す
る
仕
事
が
回
っ
て
き
た
。
日

本
か
ら
呼
ん
だ
料
理
人
と
地
元

ス
タ
ッ
フ
の
橋
渡
し
な
ど
、
自

が
回
る
忙
し
さ
だ
っ
た
。

∞
年
、
今
度
は
女
性
の
夫
か

ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
プ
ロ
パ

イ
ダ
l
会
社
「
ピ
ズ
ネ
ッ
ト
」

立
ち
上
げ
の
手
伝
い
を
頼
ま
れ

た
。
ジ
ャ
カ
ル
タ
都
心
の
オ
フ

ィ
ス
ビ
ル
を
つ
な
ぐ
通
信
網
構

築
に
、
ピ
ル
管
理
会
社
を
一
軒

ず
つ
訪
ね
歩
い
た
。
「
ゃ
っ
た

分
だ
け
事
業
が
拡
大
す
る
。
や

り
が
い
が
あ
っ
た
」
。
会
社
は

圏
内
通
信
大
手
に
成
長
。
平
野

さ
ん
は
今
、
監
査
役
に
就
く
。

夢
中
で
働
い
て
き
た
こ
の
四

年
、
日
系
の
大
手
企
業
か
ら
も

声
が
か
か
っ
た
が
、
断
っ
た
。

「
日
本
の
会
社
勤
め
は
、
や
り

た
い
こ
と
に
ふ
た
を
し
て
会
社

に
し
が
み
つ
か
な
い
と
い
け
な

い
。
こ
こ
は
違
う
。
ま
だ
ま
だ

チ
ャ
ン
ス
が
広
が
っ
て
い
る
」

(
ジ
ャ
カ
ル
タ

u翁
畏
忠
雄
)

。
ア
ジ
ア
で
働
く
体
験
、
記

事
へ
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
メ
ー
ル
『

HER-m-gmw

amw@mw一出
Z
・0
o
gま
で
。
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